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オートファジーは広く真核生物に保存した現象である。分子レベルでも Atg8 
conjugation system (Atg3, 4, 7, 8)が全ての真核生物の系統に保存しており真核生物の
共通祖先がすでに保持していたシステムであると考えられる。しかし Atg8が関与す
る分子機構は典型的なオートファジーだけなのだろうか？赤痢アメーバ (Entamoeba 
histolytica)の病原機構を解析している過程で行った我々の観察では、赤痢アメーバの
Atg8は栄養のある状態でも脂質修飾型が容易に観察され、その局在パターンはいわ
ゆるマクロオートファジーとは異なるものだった。よって赤痢アメーバという初期
に分化した真核生物の解析を行うことで、遺伝子情報だけでは見逃してしまう、ま
た典型的モデル生物から見出しにくい Atg8の機能を発見できる可能性があると考え
た。本研究では赤痢アメーバにおいて Atg8の関与する分子過程を明らかにし、オー
トファジーと言う現象の普遍性と多様性を明らかにしたい。
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